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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リール本体に回転自在に装着された釣り糸巻き取り用のスプールをブラシレスモータで
駆動する電動リールのカウンタケースであって、
　第１搭載部と、前記第１搭載部と隣接して配置された第２搭載部と、を有し、少なくと
も一部が金属製であり、前記リール本体に固定されるケース本体と、
　前記第１搭載部に搭載された回路基板と、
　前記回路基板に電気的に接続され前記第２搭載部に搭載される複数のコンデンサと、
　前記回路基板に搭載された水深表示用の液晶表示部と、
　前記回路基板に搭載され、前記ブラシレスモータ及び前記液晶表示部を制御するリール
制御部と、
を備えた電動リールのカウンタケース。
【請求項２】
　前記第２搭載部は、前記第１搭載部より深さが深い、請求項１に記載の電動リールのカ
ウンタケース。
【請求項３】
　前記ケース本体は、前記第１搭載部に前記第２搭載部の外側面より凹んだ位置まで突出
して形成された複数のフィンをさらに有する、請求項２に記載の電動リールのカウンタケ
ース。
【請求項４】
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　前記ケース部材は、合成樹脂製の上ケース部材と、前記リール本体に固定され前記上ケ
ース部材とで内部に空間を形成可能な金属製の下ケース部材と、を有し、
　前記第１搭載部、前記第２搭載部、及び前記フィンは、前記下ケース部材に設けられる
、請求項３に記載の電動リールのカウンタケース。
【請求項５】
　前記リール制御部は、前記ブラシレスモータの逆起電流を整流して得られたデータによ
り前記ブラシレスモータの回転位相を検出する、請求項１から４のいずれか１項に記載の
電動リールのカウンタケース。
【請求項６】
前記コンデンサは、前記逆起電流を整流するために使用される、請求項５に記載の電動リ
ールのカウンタケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カウンタケース、特に、リール本体に回転自在に装着された釣り糸巻き取り
用のスプールをブラシレスモータで駆動する電動リールのカウンタケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　釣り用リール、特に電動リールには、水深表示用のカウンタケースがリール本体の上部
に固定されている。電動リールは、モータによりスプールを糸巻取方向に回転させて釣り
糸を巻き取る。この種の電動リールにおいて、スプール駆動用のモータとして、ブラシレ
スモータを採用したものが従来知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ブラシレスモータは、固定子側に磁石が配置され、回転子側に複数のコイルが周方向に
間隔を隔てて配置される。そして、回転子の位置を検出して複数のコイルを順次励磁及び
消磁するように、スイッチング素子でスイッチングしている。これにより、ブラシとの摩
擦が生じなくなり、回転時の騒音を抑えてモータの長寿命化を図ることができる。また、
ブラシによるノイズが生じなくなり、ノイズによる制御系の暴走を防止できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３１７８６２１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来のブラシレスモータを採用した電動リールでは、小容量のブラシレスモータの場合
は、ブラシがないため、ノイズを低減できる。しかし、大容量のブラシレスモータの場合
、コイルの線径が太くなり、磁石の磁力が強くなるため、コイルに流す電流のスイッチン
グにより高周波のスパイク状のノイズが発生するおそれがある。
【０００６】
　本発明の課題は、電動リールのカウンタケースにおいて、大容量のブラシレスモータを
使用しても、ノイズの発生を抑えることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　発明１に係る電動リールのカウンタケースは、リール本体に回転自在に装着された釣り
糸巻き取り用のスプールをブラシレスモータで駆動する電動リールのカウンタケースであ
る。カウンタケースは、ケース本体と、回路基板と、複数のコンデンサと、水深表示部と
、リール制御部と、を備えている。ケース本体は、第１搭載部と、第１搭載部と隣接して
配置された第２搭載部と、を有し、少なくとも一部が金属製であり、リール本体に固定さ
れる。回路基板は、第１搭載部に搭載される。複数のコンデンサは、回路基板に電気的に
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接続され第２搭載部に搭載される。水深表示部は、回路基板に搭載され。リール制御部は
、回路基板に搭載され、ブラシレスモータ及び水深表示部を制御する。
【０００８】
　このカウンタケースでは、第２搭載部にノイズを除去可能な複数のコンデンサが搭載さ
れている。このため、スプール駆動用のモータとして大容量のブラシレスモータを使用し
ても、複数のコンデンサによりノイズをフィルタリングして除去し、ノイズの発生を抑え
ることができる。
【０００９】
　発明２に係る電動リールのカウンタケースは、発明１に記載のケースにおいて、第２搭
載部は、第１搭載部より深さが深い。この場合に、コンデンサの容量が大きくなって、容
積が大きくなっても、カウンタケース内にコンデンサを搭載できる。
【００１０】
　発明３に係る電動リールのカウンタケースは、発明２に記載のケースにおいて、ケース
本体は、第１搭載部に第２搭載部の外側面より凹んだ位置まで突出して形成された複数の
フィンをさらに有する。この場合には、回路基板が搭載される第１搭載部に第２搭載部よ
り凹んだ位置までフィンが形成されている。このため、回路基板に搭載されるコイル電流
のスイッチング用の駆動素子及びモータ駆動用の駆動素子で発生する熱をケース本体の外
部に効率よく排出できる。
【００１１】
　発明４に係る電動リールのカウンタケースは、発明３に記載のケースにおいて、ケース
本体は、合成樹脂製の上ケース部材と、リール本体に固定され上ケース部材とで内部に空
間を形成可能な金属製の下ケース部材と、を有し、第１搭載部、第２搭載部、及びフィン
は、下ケース部材に設けられる。この場合には、外部に露出する上ケース部材が合成樹脂
製であるので、カウンタケースの軽量化を図れ、かつ意匠を自在に表現できる。また、下
ケース部材が金属製であるので、放熱性能を高めることができる。
【００１２】
　発明５に係る電動リールのカウンタケースは、発明１から４のいずれかに記載のケース
において、リール制御部は、ブラシレスモータの逆起電流を整流して得られたデータによ
りブラシレスモータの回転位相を検出する。この場合には、コイル電流のスイッチングの
ための回転位相を検出するセンサが不要であるので、制御系の構成が簡素になる。
【００１３】
　発明６に係る電動リールのカウンタケースは、発明５に記載のケースにおいて、コンデ
ンサは、逆起電流を整流するために使用される。この場合には、ノイズの除去だけではな
く逆起電流を整流するためにもコンデンサを使用しているので、カウンタケースの小型化
を図ることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、第２搭載部にノイズを除去可能な複数のコンデンサが搭載されている
。このため、スプール駆動用のモータとして大容量のブラシレスモータを使用しても、複
数のコンデンサによりノイズをフィルタリングして除去し、ノイズの発生を抑えることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態が採用された電動リールの斜視図。
【図２】その側面断面図。
【図３】カウンタケースの平面図。
【図４】カウンタケースの断面図。
【図５】カウンタケースの分解斜視図。
【図６】制御系の構成を示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
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【００１６】
　図１及び図２において、本発明の一実施形態を採用した電動リールは、外部電源から供
給された電力によりモータ駆動される大型のリールである。また、電動リールは糸繰り出
し長さ又は糸巻取長さに応じて仕掛けの水深を表示する水深表示機能を有するリールであ
る。
【００１７】
　電動リールは、釣り竿に装着可能なリール本体１と、リール本体１の側方に配置された
スプール１０の回転用のハンドル２と、ハンドル２のリール本体１側に配置されたドラグ
調整用のスタードラグ３と、本発明の一実施形態による水深表示用のカウンタケース４と
、を主に備えている。
【００１８】
　リール本体１は、フレーム７と、フレーム７の左右を覆う第１側カバー８ａ及び第２側
カバー８ｂと、フレーム７の前部を覆う前カバー９（図２）とを有している。フレーム７
は、例えば、ガラス繊維を含浸したポリアミド樹脂等の合成樹脂製であり、第１側板７ａ
及び第２側板７ｂと、それらを下部、後部及び前上部の３箇所で連結する複数の連結部材
７ｃと、を有している。
【００１９】
　リール本体１の内部には、モータ１２及びハンドル２に連結された糸巻用のスプール１
０が回転自在に支持されている。スプール１０の内部に、スプール１０を糸巻取方向に回
転駆動するモータ１２が配置されている。モータ１２は、例えば、埋込磁石型のブラシレ
スモータであり、電動リールに用いるものとしては比較的大容量のものである。モータ１
２は、図２に示すようにモータケース１２ａと、モータケース１２ａの内周面に設けられ
た複数（例えば６個）のコイル１２ｅを含む固定子１２ｂと、固定子１２ｂの内周側に配
置された複数（例えば４個）の磁石１２ｆを含む回転子１２ｃと、を有している。この回
転子１２ｃにモータ１２の出力軸１２ｄが固定されている。また、リール本体１の内部に
は、スプール１０に連動して動作するレベルワインド機構１３（図２）やハンドル２及び
モータ１２の回転をスプール１０に伝達する回転伝達機構（図示せず）等が設けられてい
る。回転伝達機構に設けられた図示しない遊星歯車機構にモータ１２の出力軸１２ｄが連
結されている。
【００２０】
　図１に示すように、ハンドル２側の第２側カバー８ｂの中央下部には、ハンドル２が回
転自在に支持されている。また、ハンドル２の支持部分の上方前部には、モータ１２を複
数段階に制御するための調整レバー５が揺動自在に支持されている。調整レバー５の後方
には、クラッチ操作部材１１が揺動自在に配置されている。クラッチ操作部材１１は、ハ
ンドル２及びモータ１２とスプール１０との駆動伝達をオンオフするクラッチ（図示せず
）をオンオフ操作するための部材である。このクラッチをオンすると、仕掛けの自重によ
る糸繰り出し中に、糸繰り出し動作を停止できる。ハンドル２と逆側の第１側カバー８ａ
には、電源ケーブル接続用の図示しないコードコネクタ１４が下向きに装着されている。
【００２１】
　図２に示すように、前カバー９には、釣り糸通過用の横長の開口９ａが形成されている
。下部の連結部材７ｃには、電動リールを釣り竿に装着するための竿装着脚部７ｄが形成
されている。
【００２２】
　リール本体１の第１側板７ａ及び第２側板７ｂの上部に、図１及び図２に示すように、
釣り糸の先に装着された仕掛けの水深を表示するカウンタケース４が固定されている。
【００２３】
　＜カウンタケース構成＞
　カウンタケース４は、図３、図４及び図５に示すように、リール本体１の前上部に載置
されたケース本体１９と、回路基板２０と、複数のコンデンサ２１と、液晶ディスプレイ
を有する水深表示部２２と、リール制御部２３と、を備えている。
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【００２４】
　ケース本体１９は、リール本体１の第１側板７ａ及び第２側板７ｂに固定されている。
ケース本体１９は、外部に露出する合成樹脂製の上ケース部材３０と、上ケース部材３０
に固定される下ケース部材３２と、を有している。
【００２５】
　＜上ケース部材の構成＞
　上ケース部材３０は、例えば、ガラス短繊維で強化されたポリアミド樹脂製である。上
ケース部材３０は、表示部分が前細りに形成されている。上ケース部材３０は、上面部３
３と、上面部３３の下面に下方に突出して四方を囲むように設けられた上壁部３４と、を
有している。上ケース部材３０は、内部に下ケース部材３２とで収納空間ＳＡ（図４）を
有している。上ケース部材３０の収納空間ＳＡは、上面部３３及び上壁部３４により形成
される。上ケース部材３０の前部は、前カバー９に連なるように形成されている。上壁部
３４の下部に、例えば概ね台形に開口部３４ａが形成されている。上ケース部材３０の後
部の両端部は、第１側板７ａ及び第２側板７ｂの内側面に連なるように湾曲して延びてい
る。
【００２６】
　上面部３３は、図３に示すように、表示部分から左右にわずかに凹んで板状に形成され
た第１稜線部３３ａ及び第２稜線部３３ｂを有している。第１稜線部３３ａは、第１側カ
バー８ａに面一に接続されており、第２稜線部３３ｂは、第２側カバー８ｂに面一に連な
っている。上面部３３の表示部分には、概ね台形形状の表示用に開口する表示枠３３ｃが
形成されている。表示枠３３ｃは、僅かに上方に突出して枠状に形成されている。表示枠
３３ｃの周囲には、図４及び図５に示すように、上面から僅かに凹んだ装着凹部３３ｄが
形成されている。装着凹部３３ｄは、台形の各片がわずかに凸に湾曲した先細り形状であ
る。この装着凹部３３ｄには、例えばアクリル樹脂等の硬質の合成樹脂製の銘版３６が両
面テープ３８により貼り付けられている。表示枠３３ｃの開口は、上ケース部材３０に溶
着された透明カバー３７により塞がれている。
【００２７】
　また、表示枠３３ｃの後方には、メニュースイッチＳＷ１、決定スイッチＳＷ２、及び
メモスイッチＳＷ３を露出するための円形の第１スイッチ開口３３ｅ、第２スイッチ開口
３３ｆ及び第３スイッチ開口３３ｇが形成されている。メニュースイッチＳＷ１は、例え
ば、選択操作を行うためのメニュー操作用のスイッチである。決定スイッチＳＷ２は、例
えば、メニュースイッチＳＷで選択された操作を決定するためのスイッチである。メモス
イッチＳＷ３は、例えば、棚メモ用のスイッチである。第１スイッチ開口３３ｅ、第２ス
イッチ開口３３ｆ、及び第３スイッチ開口３３ｇは、表示枠３３ｃの後方に左右方向に並
べて配置されている。第１スイッチ開口３３ｅ、第２スイッチ開口３３ｆ及び第３スイッ
チ開口３３ｇの内周面の下部には、上部より大径のスイッチ壁部３３ｈ（図４）がそれぞ
れ筒状に形成されている。
【００２８】
　メニュースイッチＳＷ１は、水深表示部２２内の表示項目を選択するために使用される
ボタンである。たとえば、メニュースイッチＳＷ１を操作するごとに上からモード（仕掛
けの水深を水面からの深さで表示するモード）と底からモード（仕掛けの水深を水底から
の水深で表示するモード）とに切り換える。またメニュースイッチＳＷ１を３秒以上長押
しすると、長押しの都度、モータ１２の制御モードを速度モードと張力モードとに切り換
えできる。ここで、速度モードは、調整レバー５の揺動角度に応じてスプール３の回転速
度の上限速度を３１段階に多段速度制御可能なモードである。張力モードは、釣り糸に作
用する張力の上限張力を３１段階に多段張力制御可能なモードである。なお、両モードと
も、最高段階の３１段階は、１００％デューティでモータ１２を動作させる速巻速度であ
り、電流制限は行うが、速度制御は行わない。
【００２９】
　＜下ケース部材の構成＞
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　図４及び図５に示すように、下ケース部材３２は、前上部の連結部材７ｃに位置決めし
て載置される。下ケース部材３２は、第１側板７ａ及び第２側板７ｂの内側面に複数本（
例えば２本）のねじ３１により固定される。下ケース部材３２は、例えば、アルミニウム
合金及びマグネシウム合金等の軽量で熱伝導率が高い金属製の枠状の部材である。下ケー
ス部材３２は、複数本（例えば４本）の固定ねじ５０（図５）により上ケース部材３０を
固定している。下ケース部材３２は、第１搭載部４０と、第１搭載部４０と隣接して配置
された第２搭載部４２と、放熱用のフィン４４と、下壁部４６と、を有している。
【００３０】
　第１搭載部４０は、下ケース部材３２の後部に形成されており、平坦な上面４０ａと、
平坦ではない下面４０ｂと、を有している。第１搭載部４０には、回路基板２０が搭載さ
れている。第１搭載部４０の上面４０ａには、例えばアルミニウム板等の熱伝達性能が高
い金属製又はグラファイト製の熱伝達シート４５が貼り付けられている。これにより、回
路基板２０に搭載された電子機器から発生する熱をフィン４４に効率よく伝達できる。第
１搭載部４０の後部の両側には、２本のねじ３１が装着される固定ブラケット４０ｃが形
成されている。
【００３１】
　第２搭載部４２は、平坦な上面４２ａ及び下面４２ｂを有している。第２搭載部４２の
下面４２ｂが前上部の連結部材７ｃに載置されている。第２搭載部４２は、下ケース部材
３２の前部に第１搭載部４０より深さが深く形成されている。第２搭載部４２には、複数
（例えば４個）のコンデンサ２１が搭載されている。第２搭載部４２の上面４２ａには、
各種の報知に用いるブザー４７を装着するためのブザー装着部４２ｃが他の部分より凹ん
で形成されている。ブザー４７は薄肉円板形状の部材であり、両面テープ４３によりブザ
ー装着部４２ｃに固定されている。ブザー４７とコンデンサ２１との間には、絶縁シート
４８が絶縁両面テープ４９により貼り付けられている。第２搭載部４２の下面４２ｂは、
第１搭載部４０の下面４０ｂより下方に配置されている。第２搭載部４２の厚みは第１搭
載部４０の厚みより薄い。これにより、ブザー４７により第２搭載部４２が振動しやすく
なり、ブザー４７の音が明瞭になる。
【００３２】
　フィン４４は、図４反時計回りに回転するスプール１０により生じる空気の流れにより
下ケース部材３２を冷却するために設けられている。このため、フィン４４は、スプール
１０に近い第１搭載部４０に設けられている。フィン４４は、第１搭載部４０の下面４０
ｂに複数の凹部４０ｄを形成することにより、下方に突出して形成されている。したがっ
て、この実施形態では、フィン４４の突出端は下面４０ｂと同じ位置であり、第２搭載部
４２より凹んだ位置にある。フィン４４は、前後方向に間隔を隔てて複数（例えば４個）
設けられている。複数のフィン４４は、左右方向（図４奥行き方向）に長く形成されてい
る。複数のフィン４４の左右方向の両端は下面４２ｂにより連結されている。なお、フィ
ン４４を形成しない場合、第１搭載部４０の下面は、凹部４０ｄの底の位置まででよい。
【００３３】
　下壁部４６は、第１搭載部４０及び第２搭載部４２の周囲を囲むように形成されている
。下壁部４６は、上壁部３４と概ね同一形状であり上壁部３４より厚肉に形成されている
。下壁部４６は、上壁部３４とシール剤によりシールされており、これにより収納空間Ｓ
Ａを封止している。
【００３４】
　＜回路基板の構成＞
　回路基板２０は、図４及び図５に示すように、第１回路基板２０ａと、第１回路基板２
０ａの下方に配置された第２回路基板２０ｂと、を有している。第１回路基板２０ａと第
２回路基板２０ｂとは基板コネクタ５１により電気的に接続されている。第１回路基板２
０ａは、水深表示部２２が搭載される概ね台形形状の基板である。第２回路基板２０ｂは
、リール制御部２３が搭載される概ね台形の合成樹脂製の基板である。第１回路基板２０
ａは、複数本（例えば４本）の第１基板固定ねじ５２により下ケース部材３２に固定され



(7) JP 5460404 B2 2014.4.2

10

20

30

40

50

ている。第２回路基板２０ｂは、複数本（例えば４本）の第２基板固定ねじ５３により下
ケース部材３２に固定されている。
【００３５】
　第１回路基板２０ａは、上面に水深表示部２２が搭載される。水深表示部２２は、図５
に示すように、第１回路基板２０ａの上面に載置される拡散シート２２ａと、拡散シート
２２ａに載置される導光板２２ｂと、導光板２２ｂに載置される液晶ディスプレイ２２ｃ
、拡散シート２２ａ、導光板２２ｂ及び液晶ディスプレイ２２ｃを第１回路基板２０ａの
上面に固定するＬＣＤケース２２ｄと、を有している。ＬＣＤケース２２ｄは、液晶ディ
スプレイ２２ｃを露出可能な枠形状の部材である。ＬＣＤケース２２ｄは、第１回路基板
２０ａに形成されたスリット２０ｃに引っ掛けるための複数の引っ掛け爪２２ｅを有して
いる。導光板２２ｂは、第１回路基板２０ａに搭載された図示しないＬＥＤからの光を液
晶ディスプレイ２２ｃの背面（下面）に全体に照射する。第１回路基板２０ａと液晶ディ
スプレイ２２ｃは、図示しないフレキシブル基板により電気的に接続されている。
【００３６】
　第２回路基板２０ｂの上面には、図４に示すように、リール制御部２３を構成するワン
チップマイクロコンピュータ２４が搭載される。第２回路基板２０ｂの下面には、モータ
１２を駆動する複数のＦＥＴ（電界効果トランジスタ）２５が搭載される。ＦＥＴ２５は
、モータ１２をＰＷＭ（パル幅変調）する際にデューティ比に応じてスイッチングするス
イッチ素子として機能する。また、ＦＥＴ２５は、例えば、モータ１２の固定子１２ｂの
コイル１２ｅを順に励磁及び消磁するためのスイッチ素子として機能する。ＦＥＴ２５は
、熱伝達シート４５に接触して配置されている。熱伝達シート４５は、スイッチング動作
により発熱するＦＥＴ２５の熱を効率よくカウンタケース４の外部に放出できる。なお、
モータ１２のコイル１２ｅを励磁する電子回路は、モータ１２内に設けてもよい。また、
第２回路基板２０ｂに、コンデンサ２１が接続されている。
【００３７】
　コンデンサ２１は、ＦＥＴ２５から発生するノイズを平滑化する機能を有している。ま
た、モータ１２の逆起電流を整流する機能を有している。この逆起電流を整流することに
より、モータ１２の回転位相を検出している。この検出された回転位相によりＦＥＴ２５
が制御されてコイル１２ｅを順に励磁及び消磁し、モータ１２を回転させる。
【００３８】
　リール制御部２３は、図６に示すように、機能構成としてモータ１２を制御するモータ
制御部６０と、水深表示部２２を制御する表示制御部６１と、を有している。モータ制御
部６０は、モータ１２をＰＷＭ制御するとともに、モータ１２の固定子１２ｂの複数のコ
イル１２ｅを励磁及び消磁する制御を行う。この励磁及び消磁制御の際には、モータ制御
部６０は、コンデンサ２１でモータ１２の逆起電流を整流して得られたデータによりモー
タ１２の回転位相を検出し、検出された回転位相に応じて複数のコイル１２ｅを順次励磁
及び消磁する。
【００３９】
　リール制御部２３には、メニュースイッチＳＷ１、決定スイッチＳＷ２、及びメモスイ
ッチＳＷ３が接続されている。また、スプール１０の回転速度及び回転方向を検出するた
めのスプールセンサ６４と、コイル１２ｅへの通電をオンオフするとともにモータ１２を
ＰＷＭ駆動する５つのＦＥＴ２５及びコンデンサ２１を含むモータ駆動回路６６と、ブザ
ー４７と、水深表示部２２と、が接続されている。モータ駆動回路６６は、第２回路基板
２０ｂに搭載されている。
【００４０】
　このような構成の電動リールでは、釣り糸を繰り出す時には、クラッチ操作部材１１を
手前（後方）に操作することによりクラッチをオフする。クラッチオフすると、スプール
１０が自由回転状態になり、釣り糸に装着された重りの自重により釣り糸がスプール１０
から繰り出される。釣り糸が繰り出されるとスプール１０が糸繰り出し方向に回転し、ス
プールセンサ６４の検出パルスにより液晶ディスプレイ２２ｃの水深表示が繰り出し量に
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応じて変化する。仕掛けが棚に到達すると、ハンドル２を糸巻取方向に回して図示しない
クラッチ戻し機構によりクラッチをオンして釣り糸の繰り出しを停止する。
【００４１】
　魚の当たりがあると、調整レバー５を操作し釣り糸を巻き上げる。調整レバー５を図１
時計回りに揺動させると、その揺動角度に応じてスプール１０の回転速度又は釣り糸に作
用する張力の最大値を段階的に設定できる。
【００４２】
　この結果、モータ１２は、調整レバー５の揺動角度に応じて回転する。この巻き上げ時
に作用する負荷に応じてＦＥＴ２５及びコンデンサ２１の発熱量が多くなる。しかし、第
１搭載部４０の外側に形成された冷却用のフィン４４及び熱伝達シート４５によりＦＥＴ
２５の熱が効率よく外部に放出される。また、金属製の下ケース部材３２の深さが深い第
２搭載部４２にコンデンサ２１が搭載されている。このため、コンデンサ２１から発生す
る熱も外部に放出しやすくなる。この結果、第１搭載部４０に搭載されたＦＥＴ２５及び
第２搭載部４２に搭載されたコンデンサ２１が容易かつ確実に冷却される。
【００４３】
　また、コンデンサ２１を搭載する第２搭載部４２の底を深くして容積を大きくしたため
、大容量のコンデンサ２１を搭載可能である。このため、大容量のモータ１２を使用して
も、スイッチングノイズがコンデンサ２１によりフィルタリングされ、ノイズの発生を抑
えることができる。
【００４４】
　＜特徴＞
　（Ａ）カウンタケース４は、リール本体１に回転自在に装着された釣り糸巻き取り用の
スプール１０をブラシレスのモータ１２で駆動する電動リールに装着される。カウンタケ
ース４は、ケース本体１９と、回路基板２０と、複数のコンデンサ２１と、水深表示部２
２と、リール制御部２３と、を備えている。ケース本体１９は、第１搭載部４０と、第１
搭載部４０と隣接して配置された第２搭載部４２と、を有し、少なくとも一部が金属製で
あり、リール本体１に固定される。回路基板２０は、第１搭載部４０に搭載される。複数
のコンデンサ２１は、回路基板２０に電気的に接続され第２搭載部４２に搭載される。水
深表示部２２は、回路基板２０に搭載され。リール制御部２３は、回路基板に搭載され、
モータ１２及び水深表示部２２を制御する。
【００４５】
　このカウンタケース４では、第２搭載部４２にノイズを除去可能な複数のコンデンサ２
１が搭載されている。このため、スプール駆動用のモータ１２として大容量のブラシレス
モータを使用しても、複数のコンデンサ２１によりノイズをフィルタリングして除去し、
ノイズの発生を抑えることができる。
【００４６】
　（Ｂ）カウンタケース４において、第２搭載部４２は、第１搭載部４０より深さが深い
。この場合に、コンデンサ２１の容量が大きくなって容積が大きくなっても、カウンタケ
ース４内にコンデンサ２１を搭載できる。
【００４７】
　（Ｃ）カウンタケース４において、ケース本体１９は、第１搭載部４０に第２搭載部４
２の外側面より凹んだ位置まで突出して形成された複数のフィン４４をさらに有する。こ
の場合には、回路基板２０が搭載される第１搭載部４０に第２搭載部４２より凹んだ位置
までフィン４４が形成されている。このため、回路基板２０に搭載されるコイル電流のス
イッチング用のＦＥＴ２５及びモータ駆動用のＦＥＴ２５で発生する熱をケース本体１９
の外部に効率よく排出できる。
【００４８】
　（Ｄ）カウンタケース４において、ケース本体１９は、合成樹脂製の上ケース部材３０
と、リール本体１に固定され上ケース部材３０とで内部に収納空間ＳＡを形成可能な金属
製の下ケース部材３２と、を有し、第１搭載部４０、第２搭載部４２、及びフィン４４は
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成樹脂製であるので、カウンタケース４の軽量化を図れ、かつ意匠を自在に表現できる。
また、下ケース部材３２が金属製であるので、放熱性能を高めることができる。
【００４９】
　（Ｅ）カウンタケース４において、リール制御部２３は、モータ１２の逆起電流を整流
して得られたデータによりモータ１２の回転位相を検出する。この場合には、コイル電流
のスイッチングのための回転位相を検出するセンサが不要であるので、制御系の構成が簡
素になる。
【００５０】
　（Ｆ）カウンタケース４において、コンデンサ２１は、逆起電流を整流するために使用
される。この場合には、ノイズの除去だけではなく逆起電流を整流するためにもコンデン
サを使用しているので、カウンタケース４の小型化を図ることができる。
【００５１】
　＜他の実施形態＞
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【００５２】
　（ａ）前記実施形態では、凹部４０ｄを形成することによりフィン４４を形成している
が本発明はこれに限定されない。例えば、フィンを第１搭載部の外側面から突出して形成
してもよい。
【００５３】
　（ｂ）前記実施形態では、モータ１２のスプールの内部に収納したが、モータをスプー
ル外に装着した電動リールにも本発明を適用できる。
【００５４】
　（ｃ）前記実施形態では、カウンタケース４の下ケース部材３２だけを金属製にしたが
、上ケース部材も金属製にしてもよい。また、下ケース部材を金属と合成樹脂とをインサ
ート成形により一体成形したのもでもよい。
【符号の説明】
【００５５】
　　１　　リール本体
　　４　　カウンタケース
　１０　　スプール
　１２　　モータ
　１２ａ　モータケース
　１９　　ケース本体
　２０　　回路基板
　２０ａ　第１回路基板
　２０ｂ　第２回路基板
　２１　　コンデンサ
　２２　　水深表示部
　２３　　リール制御部
　３０　　上ケース部材
　３２　　下ケース部材
　４０　　第１搭載部
　４２　　第２搭載部
　４４　　フィン
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